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くプロジェク ト報告〉

―教育学部

1 連携をめぐる国の動き

近年、附属学校や公・私立の学校、ならびに地域の

教育委員会との連携が、国から教員養成系大学 ,学部

に対 して強く求められてきている。たとえば、附属学

校との連携強化については、歴史的に以下のような経

緯を経て議論が展開されてきている。

そもそも、国立大学と附属学校園との関係について

は、国立学校設置法施行規則第 27条に、「附属学校

は、その附属学校が附属する国立大学又は学部におけ

る児童、生徒又は幼児の教育又は保育に関する研究に

協力し、及び当該国立大学又は学部の計画に従い学生

の教育実習の実施に当たるものとする」とあり、附属

学校園が大学・学部の教育研究と教育実習に資するこ

とが目的として掲げられている。

この法律を前提としなが ら、 「今後の国立の教員養

成系大学学部の在 り方について」と題する報告 (通称

「在り方懇報告」)が 2001年に出され、周知のよう

にこれが現在の教員養成系大学学部改革の基本に位置

付けられている。その中では、教員養成系大学学部の

「今後の基本的な在り方」について、 「大学・学部や

附属学校の教員個人同士の問題 としてではなく、大

学・学部側と附属学校側との間で組織として取 り組む

ことが必要である」という基本認識が示されている。

具体例も 4点示され、その中に「大学・学部と附属

学校が連携して、附属学校を活用する具体的な研究計

画を立て、それを実践」することが提言されている。

これを受け、 「教員養成課程の質的な向上に関する

協力者会議」が文部科学省に設置され、その第 3回
会合の配付資料が 2009年 4月 27日 に公にされてい
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る。そこでは、改善方策として 「国の拠点校」 「地域

のモデル校」としての附属学校園の存在意義を明確に

した上で、 「附属学校運営会議 (仮称)の設置」や

「地域運営協議会 (仮称)の設置」等、附属学校や地

域の教育委員会との連携が具体的に求められている。

静岡大学教育学部では、上記運営会議や協議会に対

応する組織はすでに設置済みであり、組織的には対応

を終えている。課題は、これらの組織を活用しながら、

今後いかなる連携方策を策定し実施に移していけるか

にある。

‖ 「授業研究会」の概要

1.発足の経緯

以上の経緯を受け、教育学部としては、2009年 度

の学部総務会において、附属学校園や公・私立の学校、

教育委員会等との連携のもとに教育研究を推進する組

織として 「授業研究会」を設置することが決定された。

その財政的、組織的な位置づけについては、「教育実

践総合センタープロジェクト」の一つとして活動を展

開することとなった。本稿は、その約 2年間の活動を

報告するものである。

2.研究会の活動実績

研究会としてまず取り組んだことは、実効力ある組

織の確立であった。具体的には、教育学部内のすべて

の講座・教室から最低 1名 の委員を選出し、組織とし

ての 「授業研究会」を立ち上げた。委員の構成は次

ページの表 1に示すとおりである。

次に行ったことは、年に数回会合を開催し、それぞ

れの教科領域・学校種ごとにメンバーから発表をして

もらい、それ らにおける教育の現状と課題について学

習し、情報を共有するという作業であった。これまで
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本稿では、附属学校園を含む学校や地域との連携を進めてきた静岡大学教育学部の取り組みを、平成 21年度

に設立された 「授業研究会」の活動を通 して報告するものである。具体的には、「授業研究会」の設立に至った

経緯と、研究会での活動内容、そ して各教科 口学校種ごとの連携実績についてまとめた。最後の連携実績につい

ては、それを担当した 「授業研究会」メンバーによる具体的かつ詳細な報告を掲載した。
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に実施した研究会と発表者の一覧は、表 2に示すとお  も掲載されているので、併せてそちらを参照いただき

りである。そこでは、23年度より実施が始まる新し  たい。

い学習指導要領の特徴と課題を踏まえながら、これか

らの教育・授業実践の方向性について、発表内容を踏   1)数 学教育 (國宗進・熊倉啓之・松元新一郎)

まえながら議論を行った。この言わば学習活動とも呼   (1)静 岡大学数学教育合同研究会

べる研究会のあり方は、現在の学校教育の全体像を把   附属中学校数学科教員 (OBを含む)と 連携して、

握する上で、極めて有意義であったと言える。 2009年度より研究を開始した。

活動の柱の 3点 目は、研究会運営上の取 り組みであ   <2009年 度>
る。研究会の活動を進めるにあたって、予算執行上の    第 1回 (12/1)研究会の発足とその趣旨説明

問題や連携活動のあり方の問題、後に述べる研究会の    第 2回 (2′19)各 学校での授業実践レポー トの

その他の活動の調整など、多くの検討課題があった。 発 表

これらについて、表 2に示した会合において調整・検   <2010年度>
討を行った。特に、各教科・学校種ごとの連携実績の    第 1回 (6/18)授業研・研究協議①

最後に、研究会に付随するその他の活動が挙げられ       (授 業者 :吉田町立吉田中・竹下知行教諭)

る。たとえば、国が求める前述の「附属学校運営会   (2)焼 津市中学校数学・数指研

議」に相当する教育学部組織である「附属学校園研究   焼津市中学校数学科教員と連携 して、2010年度よ

連携推進委員会」が企画・立案 。実施する「静岡大学    り研究を開始した。

. 教育学部教育研究フォーラム」への全面的な協力や、     第 1回 (5/17)研究計画の立案

附属学校園が毎年秋に開催する公開研究協議会 (公開    第2回 (7/5)授業案・単元構想の検討①

授業研究会)における研究協力者 (助言者)の選出な    第3回 (8/16)授業案・単元構想の検討②

ど、附属学校園と学部との連携にかかわる様々な活動    第 4回 (10/8) 授業研・研究協議①

を担ってきた。言わば連携の具体的「実施部隊」とし     (授 業者 :焼津市立東益津中・坂元光延教諭)

ての性格がここに見て取れる。 第5回 (12/3)授業研・研究協議②

以上のように、多彩な活動をこれまで展開してきた     (授 業者 :焼津市立大富中・稲熊紀昭教諭)

が、多くの課題はいまだ残されている。これについて    第 6回 (1/下 )研 究のまとめ

報告は、互いに刺激 し合うよい機会を提供できたと評

価 している。

は、本稿最後に触れることとしたい。

3.各教科・学校種における活動内容

(授業者 :磐田市立城山中・近藤正雄教諭)

第2回 (2/中 )授 業研 0研究協議②

(3)ア ンサンブルの会

算数教育に関心を持つ浜松市内の小学校教員で構成

される。2009～ 2010年度は算数指導に関する「子ど

表 2.授業研究会の実施実績

第 1回
9月 24日 (木 )

発表者 :数学 (國宗)、 社会 (磯山)

第 2回
12月 17日 (木 )

発表者 :家政 (澤渡)、 音楽 (志 民)

第 3回
3月 24日 (水 )

発表者 :技術 (江 口)、 JIE科 (丹沢)

驚::零慶響箋響粟攣:

第 1回
9月 24日 (金 )

発表者 :美術 (芳賀)、 特支 (大塚玲)

第 2回
12月 13日 (晨 )

発表者 :保体 (赤田 。岡端 )

第 3回
3月 上旬開催予定

発表者 :英語 (矢野)

これまで 「授業研究会」の活動概要について述べて  ものつまずき」に焦点を当て研究を進めた。原則とし

きたが、最後に、各教科・学校種における具体的な活  て、毎月 1回研究会を行っている。

動実績について、それぞれのメンバーからの報告を掲   (4)西 部サークル

載する。以下においては、教科・学校種名、執筆者

(文責)名 とともに、提出された原稿をそのまま転載

する。

なお、音楽教育からの報告については本紀要に別掲

論文として掲載されているため、ここに掲載 していな

い。また技術教育については、本稿とともに別掲論文

表 1.授業研究会の委員構成

大塚 (浩 ) 撃鐘 江口・紅林

國宗 。熊倉・幡元

|1覇 11::|:
丹沢 澤渡

=極
楽

塩川・黒川・池田・西野・磯山 。中條

伊藤

志民 |::1華覇筆:|:|
矢 野

芳賀 大塚 (玲 )

赤田・岡端 渡邊 (保 )
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数学教育に関心を持つ浜松市内の中学校教員で構成

される.数学教育改善のための授業や教材について研

究を進めた。年間で 5回程度研究会を行っている。

(5)数学授業を語る会

数学教育に関心を持つ小笠地区、志大地区の中学校

教員で構成される。2010年度より開始して、数学教

育改善のための授業や教材について研究を進めた。年

間で 3回程度研究会を行っている。

2)理科教育 (文責 :萱野貴広)

(熊野善介・丹沢哲郎・内ノ倉真吾・萱野貴広)

(1)平成 20,21年度文部科学省委託 (独)科学技

術振興機構公募事業「社会とつなぐ理数教育プログラ

ムの開発」の採択を受けた、“静岡発、「教科と学び

の創造」のための感動・体験理数キャリア教育プロ

ジェク ト"(研究代表 熊野善介)において、中学生

が理数学習と日常生活や社会、職業とのつながりを実

感することにより、科学技術や理科・数学に対する興

味・関心の喚起、理数学習の有用性の認識、科学技術

関係人材への進路意識の醸成を目的として、以下のよ

うに各企業と連携し、授業を実践した。

・H21。 11.10(火 )第 5,6校時

附属静岡中学校 2年 A組,C組
・H22.11.17(水 )第 1～4校時

附属静岡中学校 1年 A組～D組
2年連続で、家庭科 単元「食生活と自立」に

おいて、日本製粉 (株)と連携し「小麦粉を科

学する」の授業名で授業を行った。

・H21.12.17(木 )第 6校時

附属静岡中学校 2年 B組,D組
技術科 「エネルギー変換に関する技術」単元に

おいて、 (株)WINPROと 連携し“ほんもの"の

小型風力発電機を導入した授業を行った。

・H22.1.25(月 )第 3～ 6校時

連携 :静岡ガス(株 )、 三菱電機(株)、 日本軽金

属(株)、 ヤマハ(株)

・H22.12.16(木)同上時

連携 :静岡ガス (株 )、 三菱電機 (株)、 丸

長鍍金(株)、 (株)カ ネボウ化粧品

2年度連続で、静岡市立清水第七中学校 2年理

科 単元 「化学変化と原子・分子」において、

上記各 4企業と連携しそれぞれの企業の特色を

生かした授業を行った。学年 7ク ラスという大

規模校での実践モデル構築を日指した。

・H22.3.1(月 )第 1～4校時

附属静岡中学校 3年 A組,B組 (各 2時間)

中学校理科最後の授業に、京都大学の齋藤氏(助

教)を講師に迎え衛星データを立体表示 しなが

ら、宇宙や宇宙から見た地球の様子についての

授業を行った。 (こ の実践の一部は下記Ⅱと協

働 )

・H22.3:12(金 )第 5校時

附属静岡中学校 2年 B組
理科  「化学変化とエネルギーJ単元におい

て、静岡ガス(株)と 連携し「燃料電池とエネル

ギー環境」についての授業を行った。

(2)平成 21年～23年度文部科学省宇宙利用促進調

整委託 「地球立体表示装置と衛星データを用いた教育

プログラムの開発」 (京都大学理学研究科と情報学研

究科、情報通信研究機構、国立科学博物館、静岡科学

館、静岡大学の共同研究)において、具体的な授業プ

ログラムを開発し、現在までに実践したのは以下の通

りである。

O H22.3.6(土 )10時～15時

・H22.12.18(土 )10時～15時

2年度続けて、小山町総合文化会館において、

小学校 1～6年を対象に小山町生涯学習フェス

ティバルの一環として科学教室をブース形式で

行った (熊 野善介、山崎財団と共催)。

・H22.3.7(日 )10時～14時

静岡市科学館る 。く 。るにおいて 35名 の小学

校 5、 6年、中学 1、 2年生を対象とした「理科

大好きスクール」の一環として、開発した授業

プログラムを実践した。

・ H22.8。 11(水 )

富士市立吉原第二中学校における科学教室での

授業実践。

・H22.8.21(土 )・ 22(日 )

アクトシティー浜松において 「SBSかがく特捜

隊 夏祭り」ブース展示。
O H22.8.29(日

)

静岡県吉田町立「ちいさな理科館」における科

学教室で実践。

(3)平成 20年度～22年度文部科学省委託研究 「原

子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ」の採択を受け

た 「HLW地 層処分地選定に関する日本型合意形成モ

デルの構築」 (代表 静岡大学長)の うち、 「教育プ

ログラムの開発、実践」 (代 表 ;熊野、分担 ;丹沢、

内ノ倉、萱野)を担当し以下の授業を共同実践した。

・ H21.2月  H22.2月

2年連続で、掛川市立東中学校 3年理科 「科学

技術と人間」単元において

・H22.2月

附属静岡中学校 3年理科 「科学技術と人間」単

元において

・H22.2月

附属島田中学校 3年理科 「科学技術と人間」単

元において

・H226月 ～9月

附属静岡中学校 2,3年生 「選択情報」において

12時間の教育実践
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3)社会科教育 (磯山恭子 )

2009年 度より、静岡大学教育学部社会科教育講座

では、社会科教科懇談会を実施 しはじめた。社会科教

科懇談会では、社会科に関する教育と研究の質的向上

を目指し、静岡大学教育学部各附属学校社会科教員と

静岡大学教育学部社会科教育講座教員とで、社会科に

関する情報交換を行っている。

社会科教科懇談会は、次の通りの手順で行っている。

まず、社会科教育講座教員の中か ら、コーディネー

ターを選ぶ。次に、各附属学校社会科教員と社会科教

育講座教員とで、社会科授業づくりに関連のある調査

場所を見学する。さらに、コーディネーターが、社会

科授業づくりを視野に入れながら、ミニ講義を行う。

第 1回社会科教科懇談会は、 2010年 2月 26日

16時～20時 30分 に実施した。コーディネーターは、

社会科教育講座の西野肇先生が担当した。調査場所は、

静岡市にある「松岡カッター製作所」であった。参加

者は、各附属学校社会科教員 7名 、社会科教育講座

教員 6名、教育学研究科大学院生 2名の合計 15名 で

あった。

松岡カッター製作所における切削工具の製造過程の

見学を踏まえて、西野肇先生は、今後の産業学習の方

向性をテーマに講義を行った。これらのことから、参

加者は、社会科授業づくりの可能性を、次の通り考察

した。

「.… (環 境に配慮 した)企業を見学することで、

『本物』を体験することができ、そ こか らの『気付

き』がいくつもあるであろう。_他地域とのつながり

から考える地域の産業としての扱いなど、また、その

発展について、経済の様子とからめて考えていくのも

よいのではないか。企業としての活動のあり方もとて

も重要であり、そこから道徳的な考えや、社会に通用

する生き方 も考えさせることができるのだろう。」

(各附属学校社会科教員)

「.… 生産、労働という現場を直に見るということは、

生徒たち、学生たちにとって貴重な経験だと考えます。

_社会科に向き合うに当たり、重要なことだと思って

います。」 (社会科教育講座教員)

「モノづくりや地元と産業、社会、人との関係を考

えさせ、感じさせることができるよい体験の場となる

可能性を感じました。」 (社会科教育講座教員)

このように、実際に調査場所に一緒に赴き、共有し

た社会的事象をもとに、具体的に社会科に関する情報

交換を行うことができた。

なお、第 2回社会科教科懇談会は、2011年 2月 18

日に実施することを計画している。コーディネーター

は、静岡大学教育学部社会科教育講座の中條暁仁先生

が担当する。調査場所は、浜松市にあるピアノエ場の

予定である。

4)美術教育 (芳賀正之)

教員養成大学・教育学部及び附属学校園は社会の変

化や子どもの姿を提えながら、教育内容や指導法を検

討し、新たな教材開発を試み、地域の学校現場の実践

を様々な方面から支えている。これまで静岡大学教育

学部美術教育講座 (以下、美術教育講座)では、美術

教育実践の場を柱に教科専門と教科教育との連携をよ

り緊密なものにし、大学の研究成果や各附属学校との

共同研究の成果を地域の教育の活性化に繋げてきた。

2004年より美術教育講座が意欲的に作成・発行し続

けてきた研究誌『図工・美術授業研究 FILE』 シリー

ズは、美術教育実践研究の交流及び情報発信の場を担

い、多くの成果を得てきた。その六年の歩みを踏まえ、

平成 21年 10月 、美術教育講座と各附属学校の図

工・美術教員が協力し、地域に向けて、美術教育研究

発表会を実施した。静岡、島田、浜松、各地区におけ

る附属の合同研究会でもあるが、この美術教育研究発

表会では、各附属学校の実践報告を踏まえながら、地

域の美術教育の活性化について、その可能性を探つた。

各附属学校の実践研究交流の場となる美術教育研究

発表会では、テーマを「生涯に渡る美術の学びとは、

美術教育の役割とは」と設定した。ここでは、附属小

学校における実践発表、附属中学校における実践発表、

公立中学校における実践発表、それに先立ち、大学院

生や修了生の研究発表を取 り入れ、様々な立場からの

実践発表を行った。浜松、島田、静岡といった三つの

地区における各附属学校の図工・美術教員がそろつて、

地域に向けて発表するという試みは、静岡大学教育学

部においても画期的な出来事であった。また、公立学

校の美術教育研究も加わったことで、附属と大学、そ

して地域との連携のあり方を示す結果ともなった。

また、22年度、地域や附属学校との連携において、

美術教育講座では以下のようなことに取り組んだ。

・平成 22年 7月 3日 、「図工美術大好き会」にお

いて、大宮康男 (教科専門・ 日本美術)が、 「静

岡県の仏像」と題し、地域の先生方を対象とし、

日本美術における仏像の鑑賞方法について講演を

行った。

・平成 22年 11月 23日 、静岡県立美術館にて、美

術教育講座では地域の先生方と共同で研究会 「美

術教育実践発表及び造形を語り合う会」を開いた。

地域の先生方や附属の先生、大学生も参加し、互

いに実践発表を行い、様々な意見交換を行った。
。「美術教育実践発表及び造形を語り合う会」と併

せて講演会を企画した。講演者には滋賀大学の新

関伸也氏を招き、鑑賞教育をテーマに講演され、

参加者 36名 という会となった。

・定期的に地域の先生方と研究会を設け、今日、鑑

賞教育に関心が高まっていることもあり、鑑賞教

材の開発に取り組んだ。ゲームを行いながら美術
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作mに続しむとし、ぅアー トゲ轟ムのいとつ、アふ

トカー ドの作成について検討した。
む平成 餞2年 量2月 灘露懇、わ lti l疑立美術鑢で開催さ

れた 「第 議国鑑賞教育指導者研修会Jに、登鍍

秀雄 (教 科専闘 金彫麺)、 芳賀菫之 (美術科教

育)、 R橋智子 (美術科教育)が参麟した。芳賀

と仁橋濾麟波を F美術教育費にみゐ鐵賞～鑑賞教

育の実識の可能燿魏 とMし 、軋演を行った。また、

それぞれが分科合の動言を海め、金数が全体¢鶴

繭を懸して講評を行った。

今後は、『FttLE』 を蝙にしたプ国ジェク トを推進

していく中で、様々な美術教育瞬究会等だ参熊し、ま

た共同で蜃鍵を試み、地域¢教育の議性化にぬけて、

大学と鼈鷺学校t地域との連機による研究成果を示し

ていきたい。

3)鏡術教育 (文責 :れ騒啓)  |
(繭ヶ磐痣史 饉涯醒瞥 螢杉率‡鐙也 會紅毅両籍緩織

(1)こ れまで∩爾究の経緯        ‐

‐平成24年度から完全実施される緩学習指蟻要機に

蒻 l‐lて、数背学部技篠教育講座と難属轟圏中学校との

%で、平成議◎年度から共同で緩究を行ってきた。具
体勒には、「持続可能な社会を艤簑する為の畿力と懸

度の育成Jと いう観点に立って生徒を育成するた場に、
エネルギー‐生産を目鋳とした生物育成を主簸に共舅瞬
角を行ってきた。

平成20年度におりヽでは、購属島鋼中学校の画ヶ谷
教論の協力の下に、購轟島圏中学校においてナタネを

裁壊し、ナタネからバイオディーゼル燃料を離鷺儡に
生産するための手法を大学黎翻こおいて瞬究した。また、

鼈属島爾中学校側に驚いては、大学捩豫ヾら鍵供した実
鶉データを基に、中学生を対象とした実臨授糞を行う
ことで、指導方法の響猛鐙を行って腰いた。

平成21年度においては、平成20年度の実餓をもと
に、「エネルギー変換の技術から詩続爾鑢な社会を考
える授鰈拠 を主なとして構究を行った。具体儡には、

隣属島騒中学校の数篠料の振羹におしヽで、爾購を生徒
に育てさせ、その醸麻からバイオディーゼルを生成し、

襲型のディーゼルエンジンを効かすという授業を行っ
た。これらの共震醍究の結果、生物を育成し、バィォ
マス燃料を生産するとしヽう授業が、中学生でも爾畿で

あることが実議できた。

(2)平成 22年度の取り組み

平成議鯰年度には、 「鈴読可鑢な社会を構築するた
めに必要な畿力の育成」を主孟として、平成議量の購
究をさらに深化させた。具体鰊には、“持続可能な社
会を構築するた機に必要な饉力"を育成するための3年

間のカリキュテムを、西ヶ答教識が中′かとなって作成
した。本麟究成量は、平m2濃年8馬 だ岐阜大学で開催
された国本産業技術教育学会纂58回全国大会におい

て、 「持綾爾能な社会を考える技術料の授業」という

爾究は同で西ヶ俗教輪炒らが剛爾発表を行った。また、

平成濃惣年壼月には、鼈属島圏中学校において研究授
業を行った。同隣寃授業においては、国1に示すよう
に本物のディーゼルエ「//ジ ンを餓台用意し、輸纏とバ

イオディーゼルで絋かした:生徒には、な台のエンジ
ンからの排気ガスを地能させることで、燃料を地べで
バイオディーーゼルが難境に良い点を確石燃料との地輸

から考えさ鸞、弗―ボンニュートテル仰考え方にRづ
かせることを行った。この共同研究の結果、豊後は自
らの体験をもとに、バイォマスェネルギーと社会への

影響に爾する意見を持つことができるようになった。

‐   畿究授業の風景    |

等)象政教育 (文費 :澤燿警岐)

(吉漂崇恵 。lll手 は 鬱新井映子 蘭〆]ヽチ|‡ 鶴子 も澤漉千岐

色∫;1卓舞 鬱冬本春子 。絞上陽予 擁耀ヽ清本量子)

(1)‡よじめに

家政教育講座では購属学校の家庭科教
‐
蒻および購震

教論経験者との交流を長年続けて来た。授業麟甕会の

旅費補聴を得、211や 年,度 は211年 の交流会 (鐵 翔)に
燃えて、40年 y本学で家庭科教育に専念された古療

崇恵筵生の 2中 lo年 辱月め定年退職にあたり、数師 :

学生ぬけの教科書編纂を行った。2◎豊0年度の交流会

も鵞周に予定している。

(2)教科書の3~ll行

「予どもがいき斃家庭科‐生活を科学し、実践する

力を育て偉授業づくりⅢJ書願崇恵褥警、戦筆者総数
54甕 、まり10年 4煽 3鵞 y、 国に壁より発刊した。本

学では、2り10年度より「専×墓醸寒饉J「家庭群ぶ殉

容数導識」等の講義テキス トとしても話饉している。

曲容は、 3部構成で、 「纂 菫那 :象麓科で育てゐ力と

私の授業づくり」では、若実でね賤価な寵容を纏羅し

た、小 鬱中学校の家庭科仰多様 崚多数の実践が報告さ

れでしゝる。 「第 鷺 書懸:生懸の科学と家庭科仰基礎」

は、だヽ 螢攀学校の家庭科教育への選ネツションを持っ

た大学の教科専%か ら指導要機のN連分野を調な難しヽ

たものであり、自分の専 F電分mに鱚じこもうことなく、

各分野の経験をふまえた、現凡および将来の家庭科へ

のアプローチのために最重なものである。 「第 菫菫璧

部 :家庭がぶ教育 晰 軋 A」 では、家庭科¢歴史や課題

をみえて最後に 斡 LAと してとりあげ、今後母検討

課Iを提通 している。 全体を選し
―
c‐ 子 どもの学びの

発展や、成長を懸う攪点が驚 り、あたたかくかつ、透

徹 した家鰹科への難待が満ちでしヽる.Tll行 後め 5月
15日 には理行記念交流会を開催 した。

(3)鼈属交流会の開催             ‐

2010年 蹴月愈◎麟、量8:OO‐ 16:30、 1轟建cs遮 にで爾催ι
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内容は次の通りである3  1‐ ■‐|| |   ‐ ‐

⑪近況報告 (階属校や地域校勤務の悩みや喜びなど)

②特Ell報告 (PoweFFdi醜もによる)

その 1:ド イッの環境教育視察 (90● 9:1161含ん

23)報告 :加賀恵子先生 (浜松中学校)

その2:生活ヵ調査 供 修世代)力 らゝ家庭科カリキュ

|   |ラ ムヘの示唆 :吉原崇恵 。小′1硲子

③騰属機‐大学問の情報交換 :公 開癬究会:教材研究

に対する大学側協力のなり方について 彗t相談、っな

く'、 確かめるt広げる、価値づける:課題提示など

④附属校(地域校)間の情報交換 :研究交流 ‐

⑤今後の交流時期について ―■■ _■     |
(4)2011年 2月 10饗 た繭催予定め繭蓉 |  |

①学者S、 附属各教員の 21量 0年度の研究霧動など

②附属教員の労働時間の問題 (昨年からの経過報告)

③購属学校における家庭科教員の実態 (購属の家庭科

教諭としての問題嬌課題苺改善要望など)

∫|

|         

‐
・・・ |″

紺亀‐議奪t'曇 薦 |
壌 鷹 拶キー■■‐

7)英議教育 (矢野淳)・ || ‐ ‐‐ ‐ | | || ‐

英譲教育講座の矢野淳は:現在購属静間中学校英語

科の協力のもと、以下の研究を行っているも

小学校外国語活動が平成 23年度より、領域として

必修化される。移行麟間である平成念1鶯 鬱愈年度、静

岡県の4ヽ学校ではほぼ全県的に外国語活動を実施して

いるが、平成 23年度以降の年間 33暗闇を満たして

いる増ヽ学校は多数派ではなく、学校においてばらつき

がある。1使 用教材は、主と.し て文書爾 学省著作の「英

語ノ■卜」le2である。 | ■ ‐    .
こめ「英轟夕■卜」になt児童が興味 あ関心をもつ

ltl容をもとに活動を行うべく、児童が表現したいであ

ろう内容を優先することから、|と もすれば中学生に

とつても難解な議彙がある:撫えば、1水族館‐|‐

(aq嚢薮i蔽難)や弁護士 (law'er)で ぁる。こうした |

単語の英語の設議がわからず:英語で相手に伝えたい

場合、辞書を呼lかずに2語以上の手持ちの単語でど |

のように伝えるかを、中学 1年生に記述してもらった。

この結果を、英語として意味が通じるかどうかを非圏

本人英語講者に判定してもらい、どこまでの表現が通

じるか:選 じる表現の分析から、英語科教員は、英語

‐で表現することに関して、 S・Iに留意して指導すべきか

を探っている:さ らに、この研究成果を小学校外国語

活動に還元し、その円滑で効果的な必修fヒ に貢献した

い。                    |

8)特rll支援教育 (文責 :大塚瞼)●  ‐ |■  |

(大塚玲 零香野毅 鬱渡辺曜広 。秋本公患 惨溝/‐■饉子)

『平成 21年度機

(1)研究協議会の動言等       |
/jN学部 。中学部 驚高等部 。特lll支援蕃Sめそれぞれに

対し、研究の概要と授業研究についての検討、授業研

究会への参加、授業参観、研究協識会での動言等を

行った。/」 A学部は番響、中学部は秋本、高等部は渡辺、

特Ell支援部は大塚が担当した。

(2)特別支援部関連      |
O附属特別支援学校特lll支援書なが主催する「静闇特

El岐援教育勉強会」におりヽて、特Bll支援教育に関す

る事rll検討会、研修会、講演会を計 6国行った。香
‐断がファシリテーターとなり、すべての会について

企Lni薔 運営を行った。

②特Ell支援部の議張蠅談 (市 内中学校)に同行し、

授業参議、話し合いに参駿する。また、夏体みに開

催されたN小 。中学校合同事魏検討会に特711支援部
―の教員とともに参加し、講演及び事rllへ の動言を行

う。 (メ澳家)     |
(3)議岡大学会繭t/ミ ナ|・ |‐ ||||| ■

|||

|   |: 嘩 ぶって楽し懸 |二 大学で学ばう二」

静岡大学生涯学習教育研究センター主催の諸国大学

公開セミナー「学ぶって楽しい |一 大学で学ぼう一」 ‐

の企画と運営を渡辺が隋属特lll支援学校の教論と連続

して行った: |(年 2爾開催)     .
(4)学部授業関連    ‐  |     ‐ ‐ .
①「障害児教育体験演●」 (秋本). || ‐‐ ‐

教育実習 Iと関連した演書を設定したも繭属蒔鬱』|

支援学校に協力を依頼し、附属特7Jll支援学校におい
|て児童生後の実態把握 し、学習指導案 (降案)作成

|す る6              .
②「障害鬼ψ怒理学演晉」 (番腎).■    ■| |

義難毎週月曜午前中を購属特Bll学校で授業を実施

した。兄量生徒のlEISll機導を行うた。この実施につ |

いでは必要な協力を賄属学校から得るとともに:適・

宜i購属教員と学生t嚢業担当教員の間で情報交換 ‐

や指導等が行われた。| ‐  ‐  ‐   ‐

③事業研究 |  ‐■ | ■ ■|■ ■|  ・ |‐ |

学部学豊め率棄蘇究め嚢絶た際して繭薦学校な籍

児童を対象とし、行動観察等の研究活動を行うたふ

懲平成麟2年度】 |
(1)研究協議会の動言等 ■   |  ‐ |‐

1小学部 3中学部。高等部のそれぞれに対し、1鋳究め

〃
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概要と授業研究についての検討、授業研究会への参加、

授業参観、研究協議会での助言等を行った。小学部は

香野、中学部は清水・大塚、高等部は渡辺が担当した。

(2)研究フォーラムヘの協力

附属特別支援学校が開催した研究フォーラムにおい

て、シンポジウムの企画に参画し、当日は司会の役割

を担った (香野)。 また、ラウンドテーブルの企画に

参画し、当日は司会の役割を担った (渡辺・大塚 )

(3)特別支援部関連

附属特別支援学校特別支援部が主催する 「静岡特別

支援教育勉強会」において、特別支援教育に関する事

例検討会、研修会、講演会を計 5回行った。香野が

ファシリテーターとなり、すべての会について企画 0

運営を行った。

(4)静岡大学公開セミナー 「学ぶって楽しい 1-大

学で学ぼう一」

静岡大学生涯学習教育研究センター主催の静岡大学

公開セミナー 「学ぶって楽しい !一 大学で学ぼう一」

の企画と運営を渡辺が附属特別支援学校の教諭と連携

して行った。 (年 2回 開催 )

(5)学部授業関連

① 「障害児教育体験演習」 (清水)

教育実習 Iと 関連した演習を設定した。附属特別

支援学校に協力を依頼し、附属特別支援学校におい

て児童生徒の実態把握し、学習指導案 (略案)作成

する。

②「障害児アセスメント演習」 (香野)

前期毎週月曜午前中を附属特別学校で授業を実施し

た。児童生徒の行動観察と心理検査を行った。この

実施については必要な協力を附属学校から得るとと

もに、適宜、附属教員と学生、授業担当教員の間で

情報交換や指導等が行われた。

③卒業研究

学部学生の卒業研究の実施に際し、附属学校在籍

児童を対象とし、調査・実験等の研究活動を行った。

(6)大学院授業関連

①教育学研究科教育実践高度化専攻

教育学研究科教育実践高度化専攻 (教職大学院)

1年次生の訪間型実習 (授業参観と学校説明)を行

う。 (渡辺)

② 「特別支援教育における授業づくり」

研究協議会における中心授業を講義の中で扱う。

授業についての概要説明 (研究協議会の準備の中で

のものと兼ねる)と事前の授業参観を踏まえ、当日

の授業を参観した。 (清水)

③ 「特別支援教育における自立活動の理論と実際」

知的障害における自立活動の実際について、附属

特別支援学校の授業見学及び学校での取組について

聞く。 (清水)

(7)学生ボランティア関係

特別支援学校でのボランティアをしたいという希望

者 (特別支援教育専攻学生等)について、附属特別支

援学校で学生ボランティアとして受け入れてもらった。

(清水 )

9)国語教育 (文責 :大塚浩 )

「国語教育の会」は、 1995年に設立、静岡

大学教育学部国語教育講座教員、附属静岡小

学校、附属浜松小学校、附属静岡中学校、附

属島田中学校、附属浜松中学校所属の国語担

当教 員 によって組織 されて いる研 究会 で あ

る。

2010年 2月 6日 に開催された 「第 13回大

学・附属学校国語教育の会」では、次のよう

な研究内容が討議された。

1.国語科において言葉や文の働きの効果を

見直す ことで、意図をもった言語表現 を

実   現するための研究

2.人間形成のための国語科の学力

3.音声コミュニケーション能力を高める授

業づ くり

4.学びひたる国語科の授業の創造

5.中学校における話 し合い学習

6。国語科新学習指導要領について

4.今後の課題と展望

「授業研究会」を立ち上げおよそ 2年が経過し、各

教科・学校種において、軽重の違いや範囲の程度の違
いはあるものの、着実に連携実績が重ねられつつある。

そのために研究会が果たしてきた役割には大きいもの

があると評価しているが、今後いっそうの発展を遂げ

るためには、以下のような課題が残されている。
・活動のための運営資金を今後どう獲得するか

国立大学への運営費交付金削減が続く中、安定的な

活動を継続していくためには、科研費をはじめとする

外部資金の獲得などを今後考えていかなければならな

い。

・研究会活動の充実

前述のように、本年度までは、研究会において教育

の現状を「学習」 し「情報の共有」を図ることを行っ

てきた。今後は、附属学校や公私立の学校、地域の教

育委員会等との連携のため、質の高い活動が組めるよ

う議論する場が必要である。企画・立案だけでなく、

評価も視野に入れて、今後議論を重ねていく必要があ

る。

・研究会参加者の拡大

現在は、教科教育ならびに教育学を専門とする教員

が中心に研究会を運営しているが、これを教科専門の

教員にも呼びかけ、連携活動の量的拡大を図る必要が

ある。
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・附属との連携にとどまらない活動の展開

これまでは、主に附属との連携活動を中心に展開し

てきたが、数学教育や理科教育の一部の活動に見 られ

るように、一般公立校や教育委員会等との連携にまで

広げていく必要がある。

「授業研究会」も 3年 目を迎えるにあたり、これら

の課題をできるところから着実に克服することによっ

て、他大学に例を見ない実績の蓄積が可能となろう。
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